平成２２年度　生活科部会研究計画
１　研究主題
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－よき生活者としての資質や能力を確かにはぐくむ教師の役割－

２　研究主題について

　本部会では，平成１８年度より，『自ら学びを拓く子ども』という主題を掲げ，気付きの質を高める教師の役割について研究に取り組んできた。その成果として，地域の特性を生かした指導計画に基づき，気付きの質を高める学習活動が展開されるようになったこと，評価計画の作成や多様な評価方法の工夫がなされるようになったことがあげられる。一方，めざす具体的な子どもの姿（評価の視点）を明確にもち，適切な支援を行うことが今後の課題として浮かび上がってきた。

　これまでの成果と課題を踏まえ，さらに子どもの学びをより豊かにするためには，はぐくむべき資質や能力を明確にし，めざす子どもの姿をイメージした，意図的・計画的・組織的な授業づくりを行う教師の役割が重要であると一層認識された。そこで，本年度は，よき生活者としての資質や能力を確かにはぐくむ教師の役割について研究や実践を深め，本主題に迫りたいと考えた。
 (1)「自ら学びを拓く子ども」
　生活科は，具体的な活動や体験を行うことによって「自立への基礎を養う」ことを目標としている。ここでいう自立とは，「進んで学習活動に取り組み，自分の思いや考えを適切な方法で表現できる学習上の自立（学習づくり）」，「基本的生活習慣や生活技能を身に付け，環境に適切にかかわり，よりよい生活を創り出していく生活上の自立（生活づくり）」，「自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信をもって，前向きに生活していくことができる精神的な自立（自分づくり）」である。これらは，互いに支え合い補い合いながら，豊かな生活を生み出していく。
　子どもが環境（子どもにとって身近な人や社会，自然）と直接かかわるとき，「こうしたい」という思いや願いが芽生える。その実現に向けて，対象への働きかけ方や，友達とのかかわり方などを考え，工夫し，表現する。試行錯誤する中で，気付きを深め，自分のよさや可能性を実感する。そして，自信をもって，さらなる活動への意欲を高めていく。このような一連の過程（創造的活動）を通して，子どもは，学んだことや身に付けたことをその後の学習や生活に自覚的に活かし，生活を豊かに繰り広げることのできるよき生活者として成長していくのである。

このような資質や能力を身に付けた子どもの姿「自ら学びを拓く子ども像」を次のようにとらえる。
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(2)「よき生活者としての資質や能力を確かにはぐくむ教師の役割」

　教師は，よき生活者としての資質や能力を確かにはぐくむために，次のようなことに留意したい。
　まず，価値ある学習材を開発し，意図的・計画的・組織的に指導計画を作成することが重要である。そのためには，生活科の目標や内容の理解，子どもや地域の実態把握，学習材への深い見識などが求められる。
　また，一人一人の思いや願いに沿った適切な学習環境を整えることも欠かせない。例えば，作って遊ぶ活動の際，子どもの知的好奇心をくすぐるもの，次々に課題が生まれることが予想されるものを用意する。子どもは，作りながら遊び，もっと工夫した方がよいところに気付き，手を加えたり作り直したりする。自ずと対象とかかわり，次々と遊びが展開されていく。このようにして，進んで自分の思いや願いを実現していく。
　子どもが生き生きと主体的に活動するとき，いろいろな気付きが生まれる。しかし，それは無自覚なことが多い。そこで教師は，子どもに気付きを自覚させたり，深めたりするような働きかけを行う必要がある。それにあたっては，教師が子どもの見せる様々な気付きをとらえ適切な意味付けや価値付けをして返すこと，振り返り表現する機会を設けること，伝え合い交流する場を工夫すること，などの支援が考えられる。学ばせどころをとらえ，適切に支援するには，評価規準や評価の視点（評価規準をさらに具体的にイメージしたもの）を明確にもつことが大切である。例えば，植物の栽培活動の際，教師が，植物の生命や世話を通して自分自身のよさに気付く子どもの具体的な姿をイメージしておくことによって，子どもの気付きを適切に取り上げることができる。「ぼくががんばって毎日水をあげたから，たくさんキュウリがなったよ。ぼくもキュウリもがんばったよ。」「キュウリにも命があるから大きくなっていくんだね。」「この種がまた新しい種につながっていくんだね。人間と同じだね。」等，子どもは，教師の支援によって，互いの気付きをつなぎ合わせ，植物の生命の連続性や，植物とのかかわりを通して成長してきた自分のよさへと気付きを深めていく。生命の尊さを実感した子どもは，生命あるものへの親しみを深め，実際の生活の中でもそれらを大切にするようになる。
　生活科学習で身に付けたよき生活者としての資質や能力は，その後の生活や学習の中で強化され，子どもの意欲や自信となり，自立への基礎につながる。教師は，このような子どもの資質や能力を確かにはぐくむために，自らの果たす役割を自覚し，授業づくりに努めたい。

３　研究内容
(1) 意図的・計画的な指導計画の作成      
　　  子どもが主体的に学習するためには，学校や子ども，地域の実態を生かして，時間的・空間的・心理的にゆとりのある指導計画を作成することが大切である。　　
○学校，子ども，地域の実態を生かした特色ある年間指導計画の作成
  ・地域の素材を見直し，教材化していく。（生活科マップ・生活科暦・人材マップ）
  ・２年間の年間指導計画を作成する。
　・長期的，継続的にかかわる活動を組み込む。
　・多様な人々と触れ合う活動の充実を図る。
○子どもの思いや願いを大切にした単元計画の作成
  ・子どもの生活に根ざし，人，社会，自然を一体的に扱う。
　・子どもの意識の流れやつながりを大切にし，柔軟に構成する。
　・教科等との合科的・関連的な指導の充実を図る。
○子どもの思いや願いの実現に向けた学習活動の設定　
  ・子どもが主体的に取り組む活動を重視する。　
      ＊学習材の選択　＊出会わせ方の工夫　＊環境構成の工夫　＊活動の時間や場の工夫 　　　
　・子どもが対象と直接かかわる活動や体験を重視する。
　　　＊体全体で対象にかかわる活動　　＊発見の喜びや実感を伴う活動              
      ＊双方向性のある活動　　＊連続・発展する活動                                
○移行期にあたり充実を図りたい学習活動の設定
　・自然の不思議さや面白さを実感する学習活動を取り入れる。
　・安全教育や生命の尊さを実感する学習活動を取り入れる。
(2) 気付きの質を高める学習活動の展開
低学年の子どもは，身近な環境に直接働きかけ，活動に没頭し，試行錯誤しながら繰り返しかかわり，体全体で学んでいく。思考と活動及び思考と表現が一体的に行われる低学年の発達特性を踏まえ，気付きの質を高める学習活動を展開することが大切である。
○気付きの質を高める学習活動
　・振り返り表現する機会を設ける。
　　　＊見付ける，比べる，たとえるなどの多様な学習活動の工夫
　・伝え合い交流する場を工夫する。
　　　＊気付きを共有する活動　　＊相手意識・目的意識をもって伝える活動
  ・試行錯誤や繰り返す活動を設定する。
　　　＊科学的な見方や考え方の基礎を養うことにつながる活動
　・子どもの多様性を生かす。
　　　＊互いのよさや気付きを共鳴させることのできる活動
(3) 子どもに寄り添った見取りと支援
　　　はぐくむべき資質や能力を明確にし，目標の達成に向けた見取りと支援の一体化を図ることで，子どもは自分の学習状況に気付き，自分を見つめ直し，その後の学習を充実させていく。指導に生きる評価とは，こうした評価の機能と役割を十分に生かすようにすることである。
　　○評価規準の設定（基本の目）

　　　・評価規準を子どもの姿で段階的に具体化していく。（国立教育政策研究所の「作成の手引き」参照）
　　　　＊内容のまとまりごとの評価規準→単元の評価規準→小単元の評価規準→評価の視点
　　　・具体的な子どもの姿をイメージした複数の評価の視点をもつ。
　　○見取りの方法（長い目，広い目）

　　　・学習活動の過程での変容を重視し，長期的に見取る。
　　　・複数の目で見取る。（他の教師，ゲストティーチャー，家庭，地域の人々などからの視点）
　　　・多様な評価方法を工夫し，関連付ける。
　　　　＊行動，子ども同士の会話，つぶやき，発言，作品，学習カードなどの観察や分析
　　　　＊教師との対話や問いかけなどの分析 　＊自己評価・相互評価・他者評価
　　　　＊見取り表の工夫
　　　・授業時間外の変容にも目を向ける。
　　○子どもに寄り添った適切な支援（温かい目）
　　　・多様な子どもの姿を共感的に受け入れる。
　　　・気付きを深める言葉かけの工夫をする。
　　　　＊無自覚な気付きを意識化させる言葉かけ
　　　　＊発言や活動，体験をもとに広げたり深めたりする言葉かけ
　　　　＊一人一人の思いや活動を受け止め，価値付けたり方向付けたりする言葉かけ
　　　・子どものよさが発揮できる学習活動や環境構成の工夫をする。
　　　・複数の指導者や協力者による支援を行う。
　　○適切な支援や評価を行うための教師自身による自己点検・自己評価
(4) 学びの連続性の保障

子どもが，自分らしさを発揮し，安心して活動するためには，学びの連続性を保障していくことが重要であり，校内・校種間の連携が不可欠である。長いスパンで子どもの学びの姿を明らかにし，育てていこうとする教師の姿勢が求められる。

　　○幼児教育との連携

　　　・幼児教育から小学校教育への円滑な接続を図る。

　　　　＊入学当初における合科的・関連的指導の充実（スタートカリキュラムの編成等）
　　　・日常において情報交換を積極的に行い，相互の理解を深める。

　　　　＊互いの子どもの具体的な姿についての話し合い

　　　　＊指導内容や指導方法の相互理解　　＊合同での研究会・研修会

　　　・子どもにとって，互恵性のある活動を展開する。

　　　　＊互いのよさや成長が自覚できる活動　　＊互いのねらいが達成できる活動

　　○生活科から総合的な学習の時間や各教科等への発展

　　　・６年間を見通した指導計画を作成する。

　　　・校内研修や情報交換等により，教師間の連携を図る。
４　研究方法

(1) 各郡市町村において

　・研修会等を通じて，新学習指導要領の目標及び内容についての理解を図る。
　・各種研究会や研修会に自主的に参加するとともに，各郡市町村での研究内容の共有化を図る。

(2) 各校において

　・生活科の特質やねらいを理解した上で，子どもや学校，地域の実態を考慮し，総合的な学習の時間や理科，社会科の内容も視野に入れた年間指導及び評価計画の見直しと作成を行う。

　・校内だけでなく，近隣の保・幼・小・中への参加を呼びかけ，合同研修会をもつ。

　・校種間連携の組織作りをする。（各校に連携担当を置く，定期的な会をもつなど）
　①　環境に進んで働きかけ，自分の思いや願いを実現していく子ども


　②　環境へのかかわり方を工夫し，自分なりに考えたり，表現したりする子ども


　③　創造的活動を通して，環境や自分についての気付きを深める子ども


　④　意欲や自信をもって，生活を豊かに創り出す子ども








